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① 研究課題名 

（申請番号） 

当院の回復期リハビリテーション病棟に入棟後の転倒インシデント発生を予測する因

子の検証（2025-007） 

② 研究の目的と概要 当院の回復期リハビリテーション病棟（以下、回リハ病棟）に入棟中の患者の転倒イ

ンシデントレポートを分析した結果、入棟後 30 日以内の発生が最多で、全体の 40％

を占めていた。回リハ病棟入棟後 30 日以内に転倒インシデントを発生させる患者と、

転倒インシデントを発生させない患者の入院時 FIM や C B A を比較することで、転倒

インシデント発生を予測する因子を検証することが本研究の目的である。 

また、予測因子が明らかになった場合、入棟時の転倒アセスメントに活用することを

第 2 の目的とする。 

③ 利用する情報 ① リハ算定システム（TAK）から得た入院時の FIM スコアと入院時の CBA スコア

（項目ごとの素点）。 

② ②電子カルテシステムから得た患者性別、年齢、入院日データ。 

③ CLIP インシデント報告分析システムから得たインシデント表題、発生日時、イン

シデントレベルに関するデータ。 

④ 対象者と対象期間 取り込み基準：2024 年 3 月 1 日から 2025 年 3 月 31 日までの期間に当院の回リハ病

棟に入棟していた患者 延べ 36625 名 

除外基準：回リハ病棟対象外の患者、データに欠損のある患者、入棟後 30 日以内に退

院・退等した患者、運動と認知 FIM 合計が 18 点の患者（寝たきり）とする。 

⑤ 利用の範囲 回復期リハビリテーション病棟協会 第 47 回研究大会 In 米子  

（2026 年 2 月 6 日～7 日） 

⑥ 試料・情報の管理につい

て責任を有する者 

リハビリテーション科 河西涼子 

⑦ オプトアウト掲載期間 2026 年 2 月 7 日まで 

⑧ 問い合わせ先 総合リハビリテーションセンター･みどり病院 リハビリテーション科 理学療法士 河

西涼子 

〒950-0983 新潟市中央区神道寺 2-5-1 

TEL：025-244-0080 

 


